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主な作業 種 木 植 配 穫

技 術 体 系

１ 作型の特徴

気温の高い夏期に播種し、秋期から冬期に収穫す

る作型である。

生育前半は害虫の発生が多いので、防除を徹底し

生育後半は気温が徐々に低下していくので、カーテ

ン等により最低気温を確保することが重要である。

２ 適応地域

平坦地域

３ 栽培条件

25高温・多日照・乾燥を好み 生育の適温は昼温、

～ ℃、夜温 ～ ℃、地温 ～ ℃とされ28 18 28 23 25

ている。

４ 施設装備

( )連棟、単棟ハウス1

( )カーテンもしくは暖房機2

５ 経営目標

1 3.2t/10a( )収 量

2 130 /10a( )投下労働時間 時間

( )所 得 率 ％3 35

4 60a( )経営規模

（家族労働力２人の場合）

栽 培 技 術

１ 品種と特性

「富士光ＨＦ」

やや草勢は強いが、低温時の雌花着生、花粉の発

生及び着果がよく、果実の肥大性に優れる。果皮は

濃緑色、果肉は紅赤色である。

「朝ひかりＳＲ」

低温少日照下での雌花着生、花粉の発生及び着果

がよく、厳寒期栽培に能力を発揮する。果皮は濃緑

色で、果肉は紅赤色である。

「富士光ＴＲ」

低温期での雌花着生、花粉の発生、着果に優れて

いる。果皮は濃緑色で、果肉は紅赤色である。

２ 育 苗

高温期の育苗で、害虫の発生も多い時期なので、

育苗ハウスのサイド部は寒冷紗を張って害虫の侵入

を防ぐとともに遮光資材を被覆してハウス内の温度

低下に努める。

( )播 種 期： 月下旬～ 月下旬1 7 8

2 1,400 /10a( )播 種 量： 粒

( )育苗期間： 播種後 日前後3 : 35
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３ 施肥

施 肥 量 （ ）kg/10a

Ｎ Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ２ ５ ２

20 16 15全 肥

① リン酸吸収係数の高い圃場では、別にリン酸を

施す。

② 果菜類の連作圃場では、土壌分析を行い、施肥

量を加減する。

４ 定 植

( )定植時期1

本葉 ～ 枚で、 月中下旬～ 月下旬頃に定植5 6 8 9

にする。気温が高いので、定植は夕方行い、活着促

進を図るため株元に十分潅水する。

( )栽植密度2

畦幅 ～ 、株間 ～ の 本仕立て2.5 2.7m 45 50cm 3

で、 株 を目安とする。800 /10a

５ 定植後の管理

( )温度管理1

定植後は十分換気し、できるだけ高温にならない

ように努める。

( )活着促進2

定植後 ～ 日間は株もと付近に十分潅水し、し2 3

おれないように管理する。活着までは寒冷紗等によ

り遮光する。

( )整枝と誘引3

整枝は子蔓 本仕立てとする。不要なつるは早め3

に除去し、子つるが ～ になったら、オー70 80cm

ルバック誘引を行い、つる先を揃える。

６ 交配期の管理

着果節位は、 節前後の 番果を目標とする。18 3

着果確認後すぐに十分な潅水を行い、果実肥大を促

進する。

７ 成熟期から収穫期の管理

温度管理は日中 ～ ℃、最低気温 ℃を目26 28 13

標に行う。

、 。収穫の 日前までには 回程度玉直しを行う10 3

収穫は、着果標識により適期に行う。
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